
  

 

 

 

 

 

 

 

幸せであるように 

校 長  小 崎 伸 人 

 色々なことがブームとなって盛り上がり、ある時期が来ると嘘のように消え、また数年後、数十年後に

復活することが日本では多く存在しています。４０年近く前にはグループサウンズ以来のバンドブームが

再燃し、それを牽引していたのが「（三宅裕司の）いかすバンド天国」でした。イカ天と称された勝ち抜き

式の音楽バトルに多くの人が魅了され、10 代、20 代達がこぞってバンドを組み番組出演を夢見ていまし

た。そのど真ん中で大学生活を送っていた私の周りも同様で、先輩や後輩をテレビで見ることも多く、そ

の中で各審査員賞だけではなく５週連続勝ち抜いたバンドもありました。残念ながら最初のアルバム以

降、そのバンド名を目にしたことはありませんが。せめて元気であることを祈っています。 

 

 ４月が終わります。新入生として迎えられた１年生も中学校のリズムに慣れ、楽しそうに過ごす姿を多

く見かけます。徐々に自分らしさを出してくれているので、一人一人の生徒の「人となり」も分かり始め

今後３年間でどんな成長をするのかが楽しみで仕方ありません。１年生のこの時期はそれぞれ課題が多く

て当たりまえで、それらを解決しながら夢を形付け、実現する力の基礎を野付中の教育を通して身に付け

させるよう努めていきます。 

 ３年生が最高学年として模範となっていますが、この２年間で自分自身の悩みと向き合い、学級の問題

と立ち向かい今の姿があります。もちろん完成形ではありませんが、卒業までの残りの日々で、限りなく

「なりたい自分」に近づくための成長を促すために寄り添っていきます。２年生もまた「先輩」としてこ

の１か月の短い時間ですら成長した姿を見ることができます。きっと毎年、理想の先輩像を超えるよう頑

張っているお陰で、今の野付中が作られているのは間違いありません。 

 

 学校としては(私個人としては、ではなく)、生徒全員が笑顔で過ごし、未来の地域や社会に貢献しなが

ら、自身の幸せを手にする人となることを目標にしながら仕事をしています。幸せは人それぞれの感じ方

なので、全体的に指導することと同時に個人的な指導も必要となります。心揺れる中学校時代に悩みを持

たない生徒など一人もいません。大人から見てほんの小さな悩みであっても、それと同じような悩みを乗

り越えた大人だからこそ小さく見えるのであって、まだ成長途中にいる中学生にとっては超えることがで

きない大きな壁となって立ちふさがっています。大人の「頑張って」「できる」「簡単だよ」という言葉は

通じません。だから身近の他人の大人としての教職員は壁を自力で乗り越えるための力を付けさせること

が、幸せへ通ずる道だと信じて接しています。 

 

 壁を壊してやることは大人にとって簡単かもしれませんが、そうしてしまうと次にさらに大きな壁が出

現した時にそれを乗り越える力は付きません。だから学校という場所を通して保護者と教職員が子どもの

悩みや課題を共有し、壁の高さを見極めながら家庭での教育と学校での教育を同時に進めていく必要があ

ります。お互いができないことを補い合いながら、幸せを自分の手でつかみ取る人となってくれることを

強く願いながら学校教育を進めて参ります。 

 表題はイカ天出身バンドの有名な曲の一つです。「幸せであるように心で祈ってる」と歌詞が続きます。

中学校での教育が終えた後は、いつもこのような気持ちでおります。ただ、その祈りは単なる希望ではな

く、教育の結果としての姿を期待し、目標とする人物像になれたか、夢に向かって進んでいるかを考えま

す。これまでも、これからも自分たちが施した全ての教育に責任を持つ学校であるように努めます。 
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みんな、野付の子 
さぁ、つながろう！ 

◇あいさつのできる子 ◇ルールや約束を守る子 

◇思いやりのある子    ◇失敗を恐れず挑戦する子 
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５ 月 の 行 事 予 定 

 

 

６日（木）13:30より、令和５年度入学式を挙行致しました。来賓はPTA会長のみとしましたが、今年度よりマスクなしで

の国歌・校歌が斉唱可能となり、コロナ禍での開催と比べると、ほとんど制限がない中で実施することができました。 

式中では、在校生が圧倒的な歌声を披露し、先輩として頼もしい姿を見せてくれました。一方、新入生は緊張する様子も伺えま

したが、中学生として立派な態度で式に臨みました。また、担任の呼名に大きな声で返事をすることができました。 

今年も新入生１５名を迎えた５０名の野中生（てんさいたち）と１６名の教職員で尾岱沼を盛り上げていきます！ 

 

 

 

 

  

 

  

 
  

 

日 曜 行事等 日 曜 行事等 

１ 月 開校記念日 17 水 職員会議 貯金日 ALT来校 部活動休止日 

２ 火 振替休業日  18 木 尿検査２次 

３ 水 憲法記念日 19 金 避難訓練 教育相談開始（～6/5） 

４ 木 みどりの日 20 土 週休日 野球しんわ杯 

５ 金 こどもの日 21 日 週休日 野球しんわ杯 

６ 土 週休日 22 月 朝会B 委員会 

７ 日 週休日  23 火 心電図検査委（1年・経過観察者） 

８ 月 会議日課 部活動休止日 24 水 宿泊研修①（2年） 修学旅行①（３年） 

９ 火 朝会A 英語「話すこと」調査（３年） PTA役員会 25 木 宿泊研修② 修学旅行② 

10 水 ALT来校 二三者面談開始 26 金 宿泊研修回復休 修学旅行③ 集金日 弁当の日 

11 木 QU実施 27 土 週休日 

12 金 歯科指導 28 日 週休日 

13 土 週休日 野球JC杯 根室地区卓球中学生大会 29 月 新聞の日 

14 日 週休日 野球JC杯 PTA環境整備 30 火 野付半島クリーン作戦 弁当の日 

15 月  31 水 朝会C ホタテ燻製づくり（３年） ALT来校 

16 火 歯科検診 ※弁当の日は26日（金）と３０日（火） 

新たな野中生１５名が入学しました！～令和５年度入学式～ 

度 入学式～ 

対面式 ４月11日（木） 
 新入生へ学校の紹介等を行う対面式。まずは1年生が一人
ずつ自己紹介をしました。伝えたいことをはっきりと述べ、
本格的に野中生としての仲間入りができました。 
参加型の部活動紹介では１年生が積極的に挑戦しました。

２・3年生は大きな拍手で新入生を応援し、体育館は温かい
空気に包まれました。また、委員会の説明、生徒会書記局に
よるレクレーションなど、楽しい企画が満載でした。 

 

第61回チカ採卵実習 ４月１３日（木）、１４（金） 
 早朝５：５０、生徒たちは「おはようございます！」と爽

やかな笑顔で漁協前に集まり、６：００より実習を開始しま

した。昨年度実施できなかったこともあり、１・２年生にと

っては、初めての採卵実習となりました。3日間の実習期間

で『2億粒』が目標でしたが、3年生の大活躍と、１・２年

生の頑張りもあり、２日間で達成することができました。 


